
図書館運営基本計画(案) パブリックコメント結果 
 

１．意見募集期間   令和５年１月２０日から令和５年２月１９日 

２．閲覧場所     市役所（⾏政情報コーナー）、⼀⾊⽀所、吉良⽀所、幡⾖⽀所、佐久島出張所、中央・寺津・⽶津・福地・⻄野 

町・⼋ツ⾯・鶴城・室場・三和・⽮⽥・横須賀ふれあいセンター、⻄尾市⽴図書館、⼀⾊学びの館、吉良図書

館、幡⾖図書館 

３．意見の提出方法  直接持参、郵送、FAX、電子メール 

４．意見の提出者数  １人(４件) 

５．意見の反映    無し 
 
NO いただいた意見 市の考え方 
１ 学習センターとしての役割を大きくしてほしいものです 

 
図書館は学習や趣味の時間を提供してくれます。ありがたい

ことです。しかし、その媒体は紙から映像等に大きく変化して
います。本屋が町から急激に減ったことは、社会の変化を示し
ています。映像はスマートフォンや PC で手軽に手に入りま
す。図書館に⾏かなくても済みます。従来の図書館機能も大切
ですが、ほんの少し、修正してもいいように思います。中高年
者は新しい学びに積極的です。また、子どもたちにとっても自
ら学ぶ力の獲得が大切です。（あくまでも、学ぶ力であり、学
習で得られる知識等ではありません）それを⽀える機能を図書
館に期待したいと思います。具体的な提案はできませんが、多
くの市町村で取り組み事例があると思います。よろしくお願い
します。 

図書館は、市⺠の⽣涯学習を⽀える場として、ニーズに応じ
た情報を提供するとともに、地域の歴史や文化などの研究・学
習に資するための、地域資料の収集・整理・保存・学校教育の
⽀援、仕事や⽣活に役⽴つ情報の提供などの役割を果たす施設
であります。 

紙の本以外にも、映像や電子書籍をはじめとした各種媒体を
活用した、魅力ある企画展示の実施により、学ぶ意識が高まる
ような情報の提供や、講座、ワークショップ等の開催など、学
習センターとしての役割を⼀層持たせてまいります。 

これらの内容は、計画の中の「第４章 基本施策 ２誰もが
利用しやすい図書館へ」の中に、乳幼児から成人までの「図書
館利用・読書活動の推進」として記載してありますので、ご理
解ください。 



２ 子どもの「読みたい本」の充実をお願いします 
 
 図書館の素晴らしいことの⼀つは「お金を払わなくても本が
読める」ところです。ありがたいです。このことは経済的に自
⽴していない高校⽣を含む子どもたちにとって大きなメリッ
トです。そのため、子どもたちの読みたい本を充実してほしい
と思います。図書館に携わる方々は知識や経験をもとに「読ま
せたい本」があり、その本に期待する願いがあります。それは
とても大切なことだと思います。ただ、それだけでなく、子ど
もたちの読みたい本の充実もお願いします。たとえば、マンガ
です。手塚治虫の本「火の鳥」等は収蔵されています。もちろ
ん素晴らしい本です。しかし、「こち⻲」「スラムダンク」「ポ
ケモン」などの本は見当たりません。（あったらすみません）
こういった本もあってもいいかと思います。以前、京都のマン
ガミュージアムに⾏ったことがありますが、多くの若者でにぎ
わっていました。若者が読みたい本（マンガ）が多くあるから
でしょう。 

マンガは、子どもだけでなく大人にも人気の、日本を代表す
る文化であります。内容も幅広く多岐に渡るため、図書館に所
蔵する本につきましては、「⻄尾市⽴図書館蔵書収集指針」に
基づき、「すでに完結した作品で評価の定まった作品を収集す
る」こととしており、⻄尾市の図書館でも「こち⻲」「スラム
ダンク」なども所蔵しております。 

マンガ・コミック本は安価なため、装丁が簡易であり、壊れ
やすいことが、図書館での所蔵・貸出の課題であります。 

しかしながら、子どもたちが図書館に足を運ぶきっかけにな
ることや、評価の高いマンガは文学に匹敵する力を持っている
ため、児童書、マンガを区別することなく、子どもの発達に応
じて豊かな読書体験ができるような資料を収集し、子どもたち
の読みたい本を充実させていきます。 

これらにつきましては、計画の「第４章 基本施策 １⻄尾
市らしい図書館運営へ」の中に、「図書資料の収集・保存」と
して「多様化する市⺠ニーズに対応した計画的な収集」とあり、
マンガ本の収集についても考えてまいりますので、ご理解くだ
さい。 

３ わたしは本屋のある町に住みたい 
 
 本屋が少なくなりました。社会の流れかと思います。しかし、
本屋での⽴ち読み、書籍の購入は文化の⼀つです。私も⽴ち読
みが好きです。月に何度か本を購入します。図書館の役割では
ないかもしれませんが、地域の書籍や出版の文化を守ることも
お願いしたいものです。図書館の本の多くはＴＲＣから購入し
ていると聞きました。ＴＲＣは図書館運営のノウハウ等ももっ
ていて、取引するのに大きなメリットがあります。しかし、地
元の本屋を少しでもつかってほしいと思います。（⻄尾市が地
元の本屋をつかっているのならすみません）図書館の目的から
逸脱するかもしれませんが、このような地元の本屋を⽀援す
る、⽴ち読み文化を育む活動もやっていただきたいと思いま
す。 

 図書館流通センター(TRC)は、図書館との取引が多く、新刊
書などの在庫を豊富に持つことと、書誌データや装備(背ラベ
ルやバーコードの貼付、ビニルコート掛け)された状態で納品
されるため、多くの公共図書館や学校図書館が利用していま
す。⻄尾市でも、地元の書店を通して図書館流通センターから
購入をしています。 

また、雑誌につきましては、そのほとんどを地元の書店から
購入し、ほぼ毎日納品していただいております。 

毎年秋に鶴城公園内で開催する「にしお本まつり」では、地
元の書店、古本屋などが本の販売等を⾏い、まつりを盛り上げ
ています。地元の書店が減少していくことは残念なことではあ
りますが、図書館で借りた本で良かったものは手元に残してお
きたいから書店で購入する、といった方が増えることを願って
おります。 



４ 最後にごくごく具体的な提案です（本当に具体的なお願い） 
 
 平坂町にある勤労会館に学習室ができたと聞きました。ここ
の運営を図書館にやっていただきたいです。できることなら
「⻄尾市⽴図書館平坂分館こども・マンガ館」として。学習室
は学習したい子どもにとってとても大切な空間です。子ども向
けの本やマンガを置くことは子どもたちが本に触れるきっか
けになります。図書館の運営とするのは前向きな空間を作るた
めです。⼀考をお願いします。 
 勝手なことを書きました。読んでいただけただけでもありが
たいと思います。釈迦に説法かと思いますが、10 年後、20 年
後の⻄尾市の文化の在り方を考え、その中で、今、図書館の果
たせる活動をお願いします。なかなか実現できることは少ない
と思いますが、どこかで参考にしていただけるとありがたいで
す。 
 今後も図書館が市⺠から⽀持される施設（本屋さんも⽣き延
びる市）であってほしいと願います。 

平坂町にあります⻄尾勤労会館は、⻄尾市・愛知県・雇用促
進事業団が共同で設置した勤労者のための施設であり、指定管
理者により運営されております。 

施設に確認したところ、現在の学習室スペースは市⺠からの
要望で設置されたもので、ロビーの⼀部に数席分の机といすが
配置されています。また、学習室として単独の部屋を用意する
ことは、施設的に難しいとのことでした。このような状況であ
りますので、ご提案をいただいたような運営を図書館が⾏うこ
とは考えておりません。 

 

 


